
平成 28年 6月 20日

美しが丘小学校地域防災拠点

運営委員会  委員 各位
美しが丘小学校地域防災拠点

運営委員会  会長 大り|! 敏彦

日頃より、美しが丘地域の防災活動にご協力を頂き厚く御礼申し上げます。

標記の件、下記の通り開催致しますので、ご多忙とは存じますが、万障お繰り合わせの上、ご

出席頂きますようお願い申し上げます。

1)日 時

2)場 所
3)議 題

記

平 成 28年 7星 2日_(■う― 午前 ■o囀― ■2‐
美 しが 丘 小学 校  美 小 ル ーム (2階 )
1.運営委員会名簿確認

2.報告事項

平成 27年度防災活動実施報告

> 平成 27年度防災活動実施報告
> 平成 27年度収支明細報告 ‐
> 平成 27年度地域防災拠点活動記録報告
> 平成 27年度震災時IE・難場所運営訊1練実施報告
平成 28年度防災尋1練実施計画

> 平成 28年震災時避難場所運営謝1練実施計画

3,その他

> 器具点検等今後の予定について
> 横浜防災ライセシス講習 募集要項案内
> 今後の開設尋1練マニュアル作成について
> 隣設訓練DVDに ついて       '

防災拠点運営委員の方へは継続的にご案内を差し上げています。諸事情により案内が届かない、

または案内が必要でない、場合は、事務局 上田までお申し出ください。
携帯 :090-6674-9755 Ma五 :hitoshi uclι Oktd・biglobe.nelp

.                以上



平成28年 5月 23日

青葉区地域防災拠点運営委員会

連絡協議会会長 様

会長犠却雛
轟

平成27年度防災活動実施報告書

平 の通り支出しましたの

事業項目 実施時期 参加人員 摘要 支出金額

肪災訓練
平成 27年 10月 17日 100 みんなで防災を考える日 0円

平成28年2月 14日 77 医療拠点開設調練 24,435 円

平成27年度機器点検5回 5X10 発電機等メンテナンス 1.027 円

会議・研修

平成27年4月 19日 3 今年度計画/会議 1.200 腱

平成 27年 6月 6日 9 総会準備/会議 4.380 周

平成27年6月 20日 50 総会 0円

平成27年 10月 3日 8 訪災を考える日準備/会議 3.880 円

平成 28年 2月 11日 30 医療拠点開設隷麟 準備会議 0円

円

円

賃機材の購
入・補充 品名 数量 品名 数量

簡易担架
スマートムーバー 2 ガードマンライト 4

27.897

ガソリン缶諸
1リットル缶 4 カラーバトン(ガードマン用) 4

三角コーン赤 10

純綿軍手 24

その他 事務用品、コピー代、通信費、交通費、印刷代 31,226 円

支出合計金額 94,045 円



平成27年度地域防災拠点活動記録シート
平成28年5月 16日

拠点名 美しが丘小学校

FAX 帯 電話  l携帯メー ル
901-3408 002-0842

会長 大川 敏彦
備蓄厚
設置場所 校庭 プレハブ

学校長
畠山 真

収容率

副校長
深瀬 須美子

その他
医療救護拠点

区役所担当者
郷聞 宏 区政推進課担当課長、秋山 高齢者支援課担当係長

対象エリア
美しが丘 1～ 3丁 目

エリア内自治会員町内会

たまプラーザ住宅―街区～七街区、一丁目中央、一丁目美松、一T
目北、一丁目南t美しが丘公務員住宅、シャープ多摩寮、美しが丘ドエ
リング、たまプラーザガーデンハウス、美しが三中部

平

成

十

七

年

度

自己評価〈どれか1つチェックしてくな彗い 今後の課題等

避難場所運営方法等
打ち合わせ

口満足 図普通 □改善の余地有

総会を含め年7回の活動の打ち合わせを
実施。人集めの方法、機器メンテナンス
方法、他の運営状況報告などを実施し

運営マニュアルの作F Ell満足 □普通 図改善の余地有

メンバーのアップデートなどを実施した。
医療拠点開設のマニュアルにしていくベ

きだ。

研修会講習会の開催 □満足 図普通 □改善の余地有
防災訓練実施時に簡単に説明を行つた。
青葉区医師会からの情報を聞くことがで
きた。

防災訓練の実施 □満足 □普通 図改善の余地有

年二回実施した。一回は三拠点合同で運
合自治会とともに開催した。エンジンの起
動訓練は五回点検作業として実施。医療
拠点開設計1練はこれからである

防災リーダーの養成 □満足 図普通 □改善の余地有
防災ライセンス取得者は、5名である。団
塊世代を軸に幅広く呼びかけている。

その他



平成27年度震災時避難場所運営訓練実施結果
記入日 平成28年 5月 16日

美しが丘小学校

凛時 平成27年10月 17日 (土)9時00分～13時00分

参加者
100人 (内訳 運営委員40人、住民60人、その他
全体では500人 (美東小、美中、美小3拠点合同)

人 )

会場 美しが丘東小学校

内容

1.防災資機材取扱い]‖練(炊出し)
2.備蓄品展示
3.起震車による体験講習
4.AED講習
5.体育館での講習会(防災講話)
6.各自治会による避難訓練と拠点への集合
など

者
見
加
意
参

の

体験できてよかつた。美しが丘・みんなで防災を考える日と同日
に実施したので参加しやすかった。

区役所
総務課
への申
し送り事
項

各自治会の防災訓練を実施して一時集合場所に集合した後みん
なで防災を考える日に参加している。

連絡先 会長名 大川 敏彦 担当者名 上田 仁



平成26年度震災時避難場所運営ヨ1練実施結果
記入日 平成28年 5月 16日

美しが丘小学校

目時 平成28年 2月 14日 (日 )9時00分～13時00分

参加者
77人 (内訳 運営委員26名 ,市役所関係者 8名 ,一般参加者20
名 ,医療関係者23名 )

会場 美しが丘小学校

内容

1)災害時地域定点診療拠点、開設訓練

者
見
加
意
参

の

医療関係者の説明を聞いて、我々住民が主体性を持つて開設準
備をしておかないと、医療関係者の方も動きにくいことが実感さ
れた。

区役所
総務課
への申
し送り事
項

医療拠点として認識すべき講習会などがあれば参加したい。

連絡先 会長名 大川 敏彦 担当者名 上田 仁



平成27年度震災時避難場所運営訓練実施結果
記入日 平成23年 5月 16目

美しが丘小学織

日時 平成27年度7月 9月 11月 1月 3月 (第3土曜)16ЮO～ 1700

参加者 10人 X 5回

会場 美しが丘小学校

内容

機器点検を行つた
1.発電機点検

2.エンジンカッター起動点検
→今年度は実施せず
3.棚卸の実施
棚卸を1月 に実施し、整理したが、格納場所の狭さがネックとなり
整理された状態に見えない。また、通路もない状態でモノがあふ
れてしまつている。

参加者
の意見

毎月すべきだ、という意見もあうたが、奇数月第3土曜を確実に
実施できてよかつた。倉庫がもう少し広いと整理しやすい。

区役所
総務課
への中
し送り事
項

小学校内の空いた部屋などを利用できると整理できるので許可
を得たい。

連絡先 会長名 大川 敏彦 担当者名 上田 仁



平成28年度震災時避難場所運営訓練実施計画
記入日 平成28年 5月 16日

美しが丘小学校

日時 平成28年 10月 15日 (土)9時00分～12時00分

参加者
全体で500人 (予定)美小地区は100人。3拠点合同で開催
運営委員以外への呼びかけ有り

会場 美しが三中学校 (会場は美しが丘小学校ではありません)

内容

1)資機材活用訓練
2)炊き出し訓1練
3)その他ヨ1練
4)災害に詳しい有識者の講演
美しが丘防災のつどいと、合同で開催予定

連絡先 会長名 大川 敏彦 担当者名 上田 仁



平成28年度震災時避難場所運営割1練実施計画
記入日 平成28年 5月 16日

美しが丘小学校

日時 平成28年 11月 27日 (日 )9時00分～12時00分

参加者 100人 医療閥係者含む。

会場 美しが丘小学校

内容

1)災害時地域定点診療拠点、開設訓練

連絡先 会長名 大川 敏彦 担当者名 上田 仁



平成28年度震災時避難場所運営目1練実施計画
記入日 平成28年 5月 16日

美しが丘小学校

自時 平成28年 2月 18日 (土)9時00分～12時00分

参加者
100人 (予定)
運営委員以外への呼びかけ有り

会場 美しが二小学校

内容

1)防災拠点開放訓練
2)炊き出し訓練
3)照明訓練
4)発電機駆動訓練
5)循環式地下貯水槽給水訓練

連絡先 会長名 大川 敏彦 担当者名 上田 仁



平成28年度震災時避難場所運営訂1練実施計画
記入日 平成28年5月 16日

美しが丘小学校

日時 平成27年度7月 9月 11月 1月 3月 (第3土曜)1690～ 17Ю0

参加者
10人 (予定)
運営委員以外への呼びかけ有り

会場 美しが丘小学校

内容

1)機器点検

連絡先 会長名 大川 敏彦 担当者名 上田 仁

10



平成 28年度
美しが丘だ洋 校地域防災拠点運営委員会
機器点検実施開催予定 (含む防災誹1練日)
開催日時 時間 開催場所

総会 平成 28年 7月 2日
(土曜日)

10100～ 121oo 美しが丘小学校
美小ルーム (2階 )

第一回

点検

平成28年 7周 16日
(土曜日)

16:00～ 17:00 美しが丘小学校
防災倉庫前付近

第二園

点検

平成28年 9月 事著日
(土曜日)  |ン

16100～ 17100 美しが丘小学校
防災倉庫前付近

防災のつ

どい
平成 28年 10月 15日
(土曜日)

10:00～ 12100
講師 国崎信江 予定

美しが丘中学校

第二回

点検

平成 28年
(土曜日)

鋳暉
月■ｌ■

１ 16100～ 17100 美しが丘小学稜
防災倉庫前付近

医療鮪災

訓練

平成 28年 11月 27日
(日 曜日)

00～ 12:009: 美しが丘小学校

第四回

点検

平成29年 1月 ヰも 日
(土曜露)  |■

16100～ 17 00 美しが丘小学校
防災倉庫前付近

防災訓練

除く医療

平成 29年 2月 18日
(土曜日)

10:00～ 12100 美しが丘小学校

第五回

点検

平成 29年 3月 18日
(土曜日)

16100～ 17 00 美しが丘 Jl■学校
防災倉庫前付近

々
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潤議難美しが丘小学校鋳災拠点2月 14日訓練を顧みて

2016年2月 22日
1.反書姦を倉むご報告

『見せるg霧練」は過去∫こありましたが、今回が実質初めての霧麹 :練なので、「と呼あえずやってみて、挙がっ
た課題 :こ今後取り纏んでしヽく」と観をくくって挑みました。それでもそれなりに準備 :ましたつもりだったのですが、
冒頭から早く纏 乱が始まり、当初のタイムスケジュール及び予定した調譲内容まで至りませんでした。経験不
足、準備不足、人材不足の言い訳は今回限りに体制づくりを急ぎます。

一方、曲本先生のォリェンテーションのおかげで、そうした準備不足や混乱の議象だけが残るヨ1練とiまならず、
自治会関係者ほか参加者からは、『得るものが多く、今後へ活かせる意義ある議練だつた彙 の声を多くしヽただ
き、拠点運営委員会としては気が弓‡き締まる良しヽ機会にしていただけたこなこ感謝しヽたしております。

1-1全 体釣な反省点
・自治会役員を含めて、議麟 の前提である「災害時地域定点診療拠点の設営 (難設)Jとしヽうこと自体をよく理解
していなかった。

`発災後、まず行うこどま単位自治会による安否確認だが、そうした要援護者の安否確認から始まる割1練がなさ
れてこなかった。

・調練時の指揮系統が機能しなかった。     
・

・鯖災結蓄庫から必要資機材を運ぶことなく、多くが事前に教室に運びこんだものを配分する設置副練:こ習まっ
た。

“来ていただいた医療関係者まこ、資機材の点検、机や綺子の配置など不足や不備をご指摘しヽただきたかったが、
細部まで至らずに導線、教室の振り分け確認とォリエンテーションで終わつてしまつた。
'無線について:ま運営委員が習得できてしヽないので、アマチュア無線非常通信協力会のメンバーに運営委員に
なつてもらう(あるしヽまま運営委員から入会する)など対策が必要である。

1-2威 桑                                             1
・拠点運営委員∫ま麗設∫こ最彊震必要な資材が拠点まこ織っていこ れま難認できた(定患診療拠点開設鷺拳

=新
た

に購入した資機材含む。診療中の旗:ま確認警 ず)。

・備蓄倉庫に
`ま

ない親、椅子など、学綾1側から借澤する物の場所や鍵の管理につしヽて確認できた。
・アンテナ設置と通信確認ができた。(o青葉区福祉保健センター、⇔拠点小型無線機 (3台 ))」
“定点診療拠点轟設から搬送までの流れと部屋割りにつしヽて、医療関係者と確認、合意ができた。

診療受付→絆リアージ 露募x黄】→診療/薬品ブース→無線連絡→搬送待機→搬送
(昇降溺)     嫁 庭科室)(鶴談室)(保健室)

駐黒臓→相談室

【緑鸞一診療/医薬品ブースー帰宅/体育館
。山本先生:発 ォリェンテーシ毒ンを自治会関係者ほか参議者に間しヽてしヽただき、高しヽ関心をもつて、自身の
課題として受け止あていただけた。霧時に住民末端までの周知が課題であることも認識しヽF_―だしヽた。
"運営委員、自治会、学綾、青業区職員懸かで忌憚のなしヽ反省会が番 た。



1-3譲書撃所ごとわ癬
=慮
、反省意難か

①診療受付(出入り口付近)

②トリアージ(昇降猥)

・先ず:まトリアージを行つて受け付ける機が現実的なので同じ場発 する。

・ここに置くの鐘「受付表」「舞リアージ・タッグ」であり、「診療録」「無線連絡票」は診療室:こ設置する。

・医療患者以外の関係者も想定されるので、受付名簿は2種類必要。

“患者番号は
'12-001」

から「12-002」「12-003」・・=と通じ番号を入れていく。
“12"iま美しが丘小学校鱗災拠点を表す。事前に記入しておしヽたほうがよしヽ。

・給食室
`こ

隣接する廊下』まトリアージには使わなしヽ。藤側校舎体育館への通路として使用

③定点診療拠点本部室、通信室、診療室0【黒】(相談室)

く黒】:ま診療しないので、診療室の名前fま入れない。

・0待機室、安置室、などの名前にする。

・定点診療用の医薬品などが相談室と備蓄庫:三分散していわ で集約する方向で検討する。
・医薬品機の鍵管理を再度学校と確認する。(これについては、それぞれの17_■点と学校との取り決めによるが、

他拠点の制として綾長先生と拠点長間で協定を結び、拠点allでも開錠できる取り決めをしてしヽるところもあると

のこと。これ:こついて|ま、当校轟曲校長先生から、『震度 5強以上で、いつでも30分以内:こ学校 ,こ来られる職員

を配置していること、警備会社のセキュリティシステムが稼動している、夜FElの発災では現るくなるまで需設しな

ひことなどから現状でよい」との意見あり。」

④診療室 I【赤】(保健室)

=この部屋では【赤X黄】搬送待ち患者の待機場所として使用するのが現実的
論搬送憲者待機室のような名前:こする。

・ここでは医者は待機しなしヽので、家庭科室で一緒して診療するのが現実的。

③診療室Ⅱ【黄】診療室理

⑥【緑】薬局ブース(家庭科室)

・昇降麗でトリアージした患者:ま次にここで受診する。広いので【赤】筵黄X緑露とも受診できる。
口診療後艦赤機筵黄】の人iま、隣の保鍵室で搬送待ちの患者として待機してもらう。

・診療室、薬局ブース、の名前;こする

・備蓄庫から診療道具を運び入れておく。筆記用具など一般的な文具類も揃えておく。

② 廊下

"診療機 のスペース兼搬送鶴 のスペース

診察順序につも`て『ま昇鋒霧のトリアージで【赤螢や鮭黄】と判定されf_―患者が出た場合は、鮭縁Iの診療を中断して

優先診療する。優先llE位 :【赤鬱→縦黄】→筵緑》



1-4反 雀金で経機私曖壼霊餞点と
携ルテボックスの色が分かり,こくい 色Ellの籍を→色別のシートを賭つて置く。

・シューズカバーは滑る一発災時は圭足Iこなると考えられるが、雨天時はつのなどにより滑るので、調練時は、

上履き必須などの案病に工夫が必要 .

・綺子 1ま総個数をまとめて畠して保健室近く:こ置いたうえで、個々の担当が運んだ方が良懸ヽ

奪 屋の種類表示〈トリアージEll)も紙の色で示毎てほしい→今甕の結果、診療宝一か所に集まるので色表示は

しなくてもよさそうだ

・→案内表示はテープで廊下に賭つて案内すべきだ。→トリアージ色別にする必要はなしヽので養生テープで家

庭科室に案内するような導線を海下の策ぶこ購って置くと便利で篠なしヽか?
・倉庫の配置図を扉に誰って欲しい→医療:こ必要なものは、部屋ごと|こそろえるも機が決まつても`るところがあ

るので、部屋ごと:こパッヶ―ジ4Lしておく鍮がよい。難置曇も作れ 、置き場所表示も倉庫内で出来る限り行う。
コ診療中鍛旗などが見つからなしヽ。→青葉藝役所の池霊さんと運営委員とで、日を調整して点検する。

・マニュアルを作成すべきだ。→マニュアルは議 が、アップデートされてしヽないし、分厚くてすぐi球いこなせな
い。他拠点 (元石 ,夢1小学校等)命マニュアル等を参考にしながら、来年度の委員会社て、議論アップデート幾来

るよう作成しておく。

わ駐車場担当、会場案内の表記などが間に合つていななヽ.→事前に担当者を決めて実施してもらうよう手配準備

が必要

・北再を開放してしヽる力
=、
藝F号から入り運動場へ入り込んだ車があるので危険だ→西鶏にも案内人の手配が必

要

な会長、事務局憮で準備 Fましているが、襲開不足準備不足4ま否めなしヽので、主要メンバを決め、定●ll会による活

動で組織的に活動し準備してほししヽ。→主要メンバ選出、定all化を考慮する

2.次圏憩麟慇こ議摯ての取り経み

次震の定点診療拠点開設訓練では「トリアージ」を組み入れたレベルの訓練を実施したしヽ。そのために以下の

改善策に重きをおもヽて、それぞれが役割を担えるよう取り組みたい。                   ,
・白治会関係者ならめ地域住民へ崚 書時安否確認とケガ人や病入へφ対応」「災害時地域定点診療拠点の開

設と役割ノー人一人が備える案と応急処置法」をテーマに情報提供し、認識を高める。
も拠点運営委員会命定続役員会で中長期計画をつくり、活動をPDCAで着実にレベルアップをは襲 .

・データベース化できた鋳災備警品の見える化をさらに議進させる。倉簿彙翁配置決めと誰でも見つけられる表

記を二夫する。

“他の定点診療拠点訓練から学ぶ、災害時地域医療検討委員会で学ボ、関係諸団体とのコミュニケーションを

4まゐ電る。

・拠点運営委員傷入材育成。若じ鸞 先へめァプ褒一チと長年:こわた琴担つてもらえる人材の発掘。



3.曲本先生のオリェ謗 ―ションで学んだこと(対獲療襲儀養への議撃含む)
夕及 総議の取 ,違慧。や語夕場揚影鸞当韓 警れだピ感鯨錯 ιl.感治鰐 霧 教 秒 地域住民へ奎 贈 獅 雷
ι τιりまプちよろι絢犠豚ι嘘略ιメリら

【災害時の医療体制について(横浜市)】
J震度 6弱で医療機関が集まり、医療機震内の安否確認が行われます(曲本発生が青葉区役所前の休日医療所 2F
に詰めて行う)。 そして震度 6弱でも診療所,薬局が需けるところについては、“診療中"の責色もヽ旗を立てて診療を行
います。自分のところで診療できない方が、最寄りの定点診療拠点に集まって診療を行tヽます。定点診療拠点でも診

療開始時:こ旗を立てます。ちなみに自分のところで診療できるためには医師、スタソフ、通電が必要であり、震費 e弱
では停電する可競性が高しヽので即日診療可能なところ鐘考えに〈く、通電してから条件が整ったところから診療できる

旗が立つだろうと考えてしヽます。

・震度 5強以上で、拠点には避難者早難受:ナ入れ等の運営支援のため、それぞれ近隣に居住する職員(青葉区職員
2名、局職員2名 )が“直近動員者

″
として派遣される。

・定点診療拠点ではたもヽした診療ができません。点滴ぐらいだと考えてください。ここへ来れ感必ず助かるわけで1まあ
りません。症状が悪しヽ方1ま拠点で:まな値 接病院へ運んでください。         ・

・定点診療拠点の開設期間は 3日間です。そのあとDMATが弓:き継ぐと思われます。ある0ヽは地域の診療所の診療
再開が多くなれば役割を終えます。

【災害時、自身あるは身近な方がけがをして診療を受けたしヽとき】

・発災後、自宅材 で猿 識がなしヽ1「出血で動rfなしヽ1など、【赤】や【黄】に相当する負傷者はここの拠点に搬送せず

直接病院へ選ぶべき。これにつひては住民子こ周知して欲しもヽ。参考 :「市民トリアージ」としうものもある。

トリアージにつしヽて】

。「災害鍾療1原 211:当地域でどれだけ多くの命の数を救うか?例 えば、【黒】には医療の時FE3を割かず、【赤】を優先
して診るなど。                                               ,
・実際:ま重赤X黄色】患者がここの拠点まで来ることは少なく、多くが【緑】と予測している。
参考 :骨折や麹血が多くても歩いて来られた人【ますべて【緑】。
。まず、(昇降爾で)許リアージタグrこ患者番号、氏名、年齢、性lll、 住所、電話、トリアージ実施月日・時間 (重要)、 トリ

アージ実施者氏名、実施場所を記入する。本人から聴取できなしヽときまま「何議ぐらしヽ男性」などわかる範囲で記入。実

際は饗師麟 リアージしたら、所見まで記入しきれないので血圧やノヾイタルに関して1ま歯科医師会の先生にお手伝もヽ

願いたい。診察まで;こすべてのトリァージタグ藝記入を終えていなけれiぎならなしヽ磯 送先は除く)。

+リアージタダ:ま患者の右手に付 iする分が漂鶏 (右手なければ、→左手→右足→左足→首の順位)
・診療を受 :する吉瞑こトリァージタグ:こ必要事項 (搬送先除く)がすべて書き込まれてしヽなければならなもヽ。→医師だけ

ですべて書き込めなしヽ繊で、歯科医師会の発生 :こもお手伝いしヽただきた場ヽ.

・…入場患者 :こつもヽて『絆リアージタグノ診療録」「無線連絡票」分患者番号が一致しな懲ヽといるナなしヽ(謝練対象 :チェッ

ク事項)。

彩 察につしヽて]           ‐

`患者のすべてを甕飾自身が診な
`fれ
ばならなしヽわけで|まなし、打獲や骨舞患者 :ま柔道整復師 :こ任せられる場なら

4



ば任せてくださしヽ。

く赤Iの患者を診無し、点溝などをして搬送待機室で待たせる。

'笙黄】命患者も多くは、点溝などをして毅選することになるので待機室で待たせる。

“議察者の必要性ξ点濃をして搬送待嬢室議 たせてしヽる間に急変することttあるので観察者が様子を見守る必要が
ある。

・【縁】態診療後、体育館移動や帰宅してもらう。

・『診療録]への記入iまここで鶴 。無 線連絡表」への記入もここで行うのがしヽ 。ヽ呼吸、脈鶴、血圧、意識などの記入
|まトリアージの時に書しヽてもらつてしヽるがここでも記入する。その時の灘定難医師だけで手が足りなむヽときは歯科経師
にもお手伝みヽL曖愛浩たなヽ.記入後∫ま、拠点スタッフ紅渡して本部室 (無線室)への伝令を襲む。そ舎後、当該患者を
拠点スタッフが搬送待機室へ運ぶ。

・想定される「やIサど」「切り傷」用にあらかじめ薬などをセットで準備しておいてくれると有り難い観 状ではセットできる
だけの量が用意されてしヽなしヽ)。

・断水のとき『ま当拠点籍給蒸タンクから使用する。照現に夜費発災時には明るくなるまで拠点へは移翡 なもヽことにな
つてしヽるので大文夫だろう。電源iま欲ししヽので発電機が必須。

【薬
'こ

つもヽて】

=普段、12拠点の医療轟機にまま治療に使う罵品(包帯:総難膏、生理食塩本なaが備ゎってしヽます。ただし、取扱が
難しもヽ薬品はなく、そぅしたもの1ま薬剤新会が参集時に持参します。それでも量は驚くr護どゎずかで、(ヶガの度合もヽ
によりますが)lo人分程度と考えてくださりヽ。また、種類も限られます。農えば、糖尿病の薬〔ま1種類しかなく、当人:こ
合つた薬はもらえなしヽと考えてくださしヽ。加えて、地盤のしっかりした青葉区1ま災害時ξこ他県からの(医薬品:含む)物費
の物流拠点及び D鋳雪←っの参集拠点:こなる予定です。それゆえ、青葉区に集まつf_― DttATが医薬品を持って他区
へ行つてしまう可能性機 ります。それだからで:まありませんが、特に恒常的f=薬の処方を受けてιヽる方、高齢者、小
さな子供を絶えている方:ま自≧責任で書殺から薬を確保しておもヽてくださし`。また、自治会として災書時命医薬品を
備蓄してしヽるところもありますので参考にしてくださtヽ。

・大きな切り傷で縫合が必要な場合でも、消毒液 (本 )と家庭露のカット判やテープでも応急措置ができ、ダンボールを1
使つて骨折時の添ぇ本′こ代わる手当ても可能です。一人一人が会的な甕薬品の備蓄に襲らなじヽで、麺こ責壺でな急
処置ができるようになることも大切です。

犠 浜市と薬難無会:ま協定を結んでしヽて、薬が足りなりヽ場合は事から要請を麹すこどこ:まなつてもヽます。

【無線通信につしヽて】

・公衆電話網が機能しなしヽ場合、ここから外部へ級通信手段:ま 籟CA無繰、衛星電話、小型無線 (トランシーバー)で
す。

・海省CA無線の権手尭,ま青葉甕複抵保健鰺 十鍛みで、当拠点の状況報告や搬送したしヽ患者の伝達と搬選先の指
示をもらうために使鶏します。搬送したLゝ患者につしヽては青葉茎医療アドバイザーからの指示を澤ぎます。基本鋳:こ
:ま重傷者子ま瑠種大学藤が三病院、幸等傷者につしヽて:ま青葉さわしヽ病院、横浜総合病院、江馨記念病院、鐘浜新難
布騒神経外科病院などが受ιす入れる予定です。この無線強行政や ∋絨ATなども費用するので輸蟻 (ら、くそう)が妨
かもしれません。また、青葉区福祉爆鍵センター:ま拠点で搬送を待つ患者鍮搬送先を指示するのみで、拠点以外分
自宅からの機送種談iこ :ま応じません。

通議方幾iま容易ですが、青棄区福社センターまま 12拠点を整手:こする分で、3分すると一三切れる仕組みになつでしヽ



ます。基本的に発災後:こ来ていただける医療関係者 :よ使い方がわからなtヽので、拠点スタッフが習鶴 ておいてその

場で教えることになります。

・ここ:こある衛星電話も通信手段となて使轟 が、相手先も衛星電話が必要 (責葉区役所臨 り)。

・青葉区の定点診療拠点,ま全 電2箇所

・小壁無線機 (トランシーバー)3台ζまここの拠点で拠点内通信や巡回時:こ使う。

口青葉甕医師会の曲本先生:ま青築区役所前の体日診療所 2Fを本部にアマチュア無線で会員と通信を行う。

・青葉区猛銅会めイトウ先生は医療アドバイザーとして、藁役所内で鷲CA無線を通じて拠点と通信を行う。

・霧体大にヘリポートがあるのでそこから搬送としヽうこともありえるが、そこまでの搬送は糠 。

【巡墨医療につしヽて】

・巡露対象に、まず美しが三中学校、美しが三東4ヽ学校がある。

・巡霧用に 2台の/1t型無線畿 (トランシーバー)と 2つの甕療 7・ iッグがあるので、2駆で編成できる(巡甕に行かれる医

療関係者の人数が足りてしヽることが前提)。 医療ノラグ (現時点 :′やレスメータ、聴診器、血圧計、ベンライト、手袋、ホ

イッスル等が入ってしヽる)に入れる薬:ま定点診療用から 1割程度転用する。あらか機 診 療録」『トリアージタグ1:ま

入れておく。猛療器具鐘蓋新会で麗意してバッグに入れておく(1つ未収締あり→池饗さん対応 )。 医療器具につしヽて

1ま (覆療関係者の襲断で?)不足と思われるのもがあれば事蒻 :こ医師会に格談する。

・/1t型無線機の使い方を習得しておく。1対 1であり、通話はまず自分を名乗り、罵件を話が終わつたら必ず“以上 "と

言つてから応答を待つ。

t参考 :震度 6弱の地震があつた場合の青葉甕鍛死者予測 :ま 2,3人程度。

・震度多弱で:ま道絡事矯が車でスムースに移動できる横滉ではないだろう。拠点運営委員、自治会関係者は車を使え

なき漱 況で搬送をどうするか策を練つておく必要があります。

ヨ大きな災害で:ま教急車や漬鋳車ιま呼んでも来なしヽと考えてください。

※1:猟触Tとは「災書急笠期に承動できる機動性を持つた 界レーニングを受けた塁療チーム1と定義されており、災

害派遣医療チーム Disaster ttettctt AsSstaれ ce Tca鶴 の頭文字をとつて略して DMttT(ディーマット)と呼ばれてしヽま

す。                                               ,
医師、看護師、業務調整員 4医師“看護師以外命甕療雛及び事務職員)で構成され、大規模災書や多傷病者が発生

した事故などの現場に、急性難 おお奪ね 48蒔聞以内):こ活動できる機難性を持つた、事轟的な譲練を受けた医療子

―ムです。

阪枠,淡路大震災で災書甕療:こつもヽて多く分課題が浮き影響となり、この教譲を生かし、各行政雑闘、消続、警察、自

衛隊と違舞 ながら救勁活動と並行し、因師が災害現場で甕察を行う必要性が認識されるようこなり、厚生労働省 :こ

より、災書医療派遣チーム、霊本 臨然Tが平成 17年4月 に発足しました。

現在では、現場の医療だ :すでなく、災書時に多く参轟者さんが運ばれる、被災地の病院機能を維持、拡充するため

に、疲焼鍛指揮下 :こ入り病院の難療行為を支援毅 て理く病院支援や、首都豊下型、東海、東南海“薦海地震な塞

定される大地震で多数機重症患者が発生した際に、平時の救急医療レベルを提供するため、被災地の外に搬送する、

広域医療搬送など、機動笹、専鶏性を生かした多妓 :こわたる医療的支援を行しヽます。

最後になりましたが、甕蒻会猿、歯科甕締会舞、薬割締会様、柔道整復師会犠、アマチュア無線非常通信協

力会様、青葉区役所線、美しが五奉学綾、他管犠参ご協力客りヽただき厚く御礼奉し上げます。

一  以上 一

う
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美しが丘増嘩 校地域随災拠点

救譲班長用アクシヨンカード

(青業区で震度6以上の場合)

救護班員はだれでも班長になることも

想定して行動してくださ綿

電.鱗災倉庫の縄錠・ 資機材搬出

地域勝災拠点に参集した救護班員で

鱗災倉庫の鍵を所持する人は関錠する

救鋤に必甕な資機材、定点診療拠点

の開設に必要な資機材を撥出する
こ定点診療拠点爾資機材リストで確認する機

2.定点診疲拠点の設営

定点診療拠点開設に必要な資機材を

保健室前廊下に搬入する

定点診療拠点レイアウト図をもとに

資機材を麗置する

5。 定点診鐵拠点会開設支援

校F霧 (2ヶ所)に該療所開設のばり
菱掲示する (指示)

校問から定点診療拠点入園に壼る経路
に案内表示を掲示する (指示》

a救 議班員の鶴量確認と報盤

救甕班の各担当が所定の場所に待機し

各担当めアクションカードに記載した

準備を完了置 か確認する

救護班員の配置完了懇院長に報告する

定点診療拠点運営支援を開始したこと

を地域鏃災拠点鷺鑽委員長に報告する

7.院長、定点診療所長との窓□

救護班長は常に院長、定点診療所長の

近くに待機して、指示を受ける

院長、定点診療所長の指示内容を救護

班の担当者に伝え、指示する

3.救議班の編成

救護班長 (又は代行者)は参集した
救護班員を確認する

救譲班員から、受付担当t通信担当
搬送担当、懇者案内担当を指名し、

担当ごとのアクションカードを渡す

4.院長への報告

院長となる医師から、端 療機酬轟電設

の有無を確認する      :
・開設の場合は、院長に参集した救譲班員
の編成を報告する

。闘設しない場合は、通常の救護班藩動を行う

8.救護班員の活動状況把握

救護班の各担当がそれぞれの持蟻で

饉切に活動して移ヽるか、人員の過不足

がなしヽか確認する

人員の過不足があれば調整する

9.医療チームの生活支援

医療チームの体轟場所、食事等の

必要数饉を院長に確認する

地域鮨災拠点運営本部に医療チーム

の体患場所、飲食の提供を要議する



美しが丘小学校地域防災拠点
平成28年度

“備蓄品の見える化"

を通じて、家庭での備蓄を促す !

～いざという時にあわてないように、

常時、リアルタイムに備蓄状況を把握します～

2016/07/02 担当 :政野祐―

昨年度に取り組んだ “備蓄品の見える化"を一歩進めて、
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今年度も備蓄品の管理をしっかり行います !
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美小防災備蓄品の総数量
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美しが丘小学校地域防災拠点の資機材/備蓄品の名称と総数一覧
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期限切れの備蓄品リスト
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美しが丘地区全体の防災備蓄状況

・美しが丘中学校
・美しが丘東小学校

隣接する防災拠点のデ■夕を加えると、美しが丘地区全体と拠
点ごとのリアルタイムの状況が把握できる。

【メモ欄】



資料6

平成^28年度 横浜防災ライセンス

資機材取扱講習会 受講者募集

横浜市では、身近な小中学校など458か所を震災時の避難場所に定め、被災した住民の避難生活の場所や、

住民による救助・救護活動拠点として整備を進めています。

当講習会では、地域防災拠点に備蓄した生活・救助資機材の取扱を学び、受講後に「資機材取扱リーダー」

防災ライセンス証をお渡しします。受講後の資機材取扱り■ダ‐が各地域防災拠点の防災活動に参画すること

で、地域防災力の向上を図つています。

資機材取扱リーダーには、

① 避難生活に必要な資機材 ※を取り扱う「生活資機材取扱リーダー」

※仮設 トイレ、移動式炊飯器、応急給水栓 (災害用地下給水タンク)             .

② 救助活動に必要な資機材※を取り扱う「救助資機材取扱リーダー」       .
※エンジンカッター、レスキュージャッキ、発電機、投光器、工具類

の 2種類があり、それぞれ半日単位の講習会を受講します。 (「 1種類のみ受講」又は「両方受講」を選ボこ

とができます)

1 申込み

(1)太枠内を記入 。チェックした申込用紙を、往復はがき「往信」裏面に貼り付けます。

申込用紙  (↓ 切り取り線)

希望講習会 第 回 月 日 学校 希望講習椰

□ 生活・救助の両方

□ 生活のみ

□ 救助のみ
(ふりがな)

氏 名

住 所

一Ｔ

電話番号

居住地の

地域防災拠点
地域防災拠点

受講履歴

熱 爾

口 続

回 再受講

(受講年度 :平成 年度、リーダー証番号 )

同意事項

軸

□ 当申込用紙に記入した情報が、受講後に居住地の地域防災拠点運営委員会・

区役所・消防署へ提供されることについて、同意します。

(2)ご自身の住所・氏名を往復はがき「返信」表面に記入し、
′
下記宛先へ送りまず。

●申込用紙は、受講希望者 1人につき 1通が必要です。

●記入・チェック漏れがある場合は受付が出来ませんので、ご注意ください。

【宛先】〒231-0017中 区港町 1-1 横浜市総務局危機管理課防災ライセンス担当

14



2 会場 。日程等

●居住区に関わらず、どの回でも受講できます。 ,

●会場内に受講者用の駐車場はありません。会場内
へ自家用車を乗り入れることはできません。

募集人数 (定員)

生活資機材取扱講習会、救助資機材取扱講習会 :各 48人 (両方の受講ができます)

● 申込多数の場合は、下記優先順位をつけて抽選し、受講者を決定します。

≪優先順位》① リーダー数が少ない地域防災拠点 (10人以下)※における受講希望者

② 新規受講希望者 (16歳以上の横浜市民)

※地域防災拠点ごとのリーダー数はホームページでご確認ください

(http1//―、city.yok9hama。 lg.jp/somu/org/kikikanri/bousailicense/ri― da―risutO.pdf)

● 受講可否 (抽選結果)は、講習日のおおむね 2週間前に返信ハガキでお知らせします。

スケジュール (予定)

8:30-9:00 受付 1

9:00-12100 開講、生活資機材取扱講習会、(救助資機材取扱講習会)※

12:30-13:00 受付 2(午後の講習だけを受講する方)

13:00-16:00 救助資機材取扱講習会、(生活資機材取扱講習会)※、閉講

※受講人数が多い場合は、各講習会を 1日 に2回開催します

その他 (同意事項など)

習得された知識・技術を地域防災力の向上に活用するため、受講者の氏名
・住所 。電話番号を、居住地の

地域防災拠点運営委員会・区役所
:消防署へ撮供することに

ついて、ご同意をお願いします。     ′

これにより、地域防災拠′気運営委員会や消防署などから訓1練参カロなどにつぃ、連絡が入ることがあります

ので、積極的に御参加ください。:

回 開催日(雨天決行 ) 会場 住所 申込締切 (必着)

平成 28年 10月 2日 (日 ) 笠間小学校 栄区笠間3-28-1 平成 28年 9月 9日 (金 )

2 平成 28年 10月 22日 (土 ) 市ケ尾小学校 青葉区市ケ尾町 1632-1 平成 28年 9月 30日 (金 )

3 '平成 28年 10月 30日 (日 ) 潮田小学校 鶴見区向井町3-82-1 平成 28年 10月 7日 (金 )

4 平成 28年 11月 19日 (土 ) 消防訓練センター 戸塚区深谷町 777 平成 28年 10月 28日 (金 )

5 平成 28年 11月 27日 (日 ) 栗田谷中学校 神奈川区栗田谷3-1 平成 28年 11月 4日 (金 )

6 平成 28年 12月 4日 (日 ) 桜岡小学校 港南区大久保1-6-43 平成 28年 11月 18日 (金 )

7 平成 29年3月 5日 (日 ) 金沢小学校 金沢区町屋町 26-26 平成 29年 2月 10日 (金 )

8 平成 29年 3月 18日 (土 ) 保土ケ谷中学校 保土ケ谷区釜台町3-1 平成 29年2月 24日 (金 )

9 平成 29年3月 26日 (日 ) 新吉田第二小学校 港北区新吉田町 491-1 平成 29年 3月 3日 (金 )
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